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雄
琴
温
泉
に
て
臨臨
時時
総総
会会
をを
開開
催催 

十
一
月
二
十
七
日
（
土
）
、
滋
賀
県
の
琵

琶
湖
畔
に
位
置
す
る
雄
琴
温
泉｢

里
湯
昔
話 

雄
山
荘｣

に
て
臨
時
総
会
（
兼
忘
年
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
滝
口
和
喜
会
長
以
下
十
五
名
の
会
員
と
、
特
別
会
員

よ
り
中
島
後
援
会
副
会
長
、
藤
田
総
務
部
長
、
渋
谷
総
務

課
長
、
倉
島
経
理
課
長
、
飯
島
総
務
課
員
の
総
勢
二
十
名

が
参
加
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
付

属
高
校
の
会
合

と
日
程
が
重
な

っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
例
年
よ
り

少
な
い
参
加
人

数
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
た
会
員
達
は
、
ま
る
で
同

窓
会
の
よ
う
に
和
気
藹
々
と
懇
親
を
温
め
ま
し
た
。 

宴
会
で
は
、
滝
口
会
長
か
ら
山
形
名
産
ラ
フ
ラ
ン
ス
と

ラ
フ
ラ
ン
ス
果
汁
入
り
の
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
が
振
舞
わ
れ
、

旬
の
味
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
滝
口
会
長
は
、

こ
の
地
に
相
応
し
い
詩

吟
「
近
江
八
景
」
で
自
慢

の
喉
も
ご
披
露
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
長
岡
の
小
笠
原
幹
事

か
ら
は
、
中
越
の
震
災
に
際
し
全
国
よ
り
お
見
舞
い
を
頂

き
有
り
難
か
っ
た
と
御
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

紅紅紅
葉葉葉
ののの
湖湖湖
東東東
三三三
山山山
ををを
巡巡巡
るるる
旅旅旅   

翌
朝
は
、
旅
館
の
部
屋
か
ら
、
あ
る
い
は
露
天
風
呂
か

ら
、
琵
琶
湖
対
岸
よ
り
昇
る
朝
日
を
観
賞
。
雄
大
か
つ
幻

想
的
な
儀
式
に
、
し
ば
し
心
洗
わ
れ
る
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
朝
日
の
昇
っ
た
方
面
へ
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ク
シ
ー
二
台
に
分
乗
し

て
出
発
で
す
。
目
指
す
は
、

紅
葉
の
最
盛
期
を
迎
え

て
い
る
で
あ
ろ
う
「
湖
東
三
山
」
へ
。
「
湖
東
三
山
」
と

は
琵
琶
湖
の
東
側
に
位
置
す
る
百
済
寺
・
金
剛
輪
寺
・
西

明
寺
の
総
称
で
す
。 

 
 

ま
ず
最
初
に
訪
れ
た
の
は
「
百
済
寺
」
。
推
古
天
皇
の

御
代
に
聖
徳
太
子
の
御
願
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
、

開
創
当
時
の
ご

本
尊
は
、
太
子
自

作
の
「
植
木
の
観

音
」
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
予
想
通
り

紅
葉
が
美
し
く
、

特
に
手
入
れ
の

行
き
届
い
た
池
泉
廻
遊
式
の
「
喜
見
院
の
庭
園
」
が
圧
巻

で
し
た
。 

続
い
て
聖
武
天
皇
の
祈
祷
寺
と
し
て
行
基
菩
薩
が
開

山
し
た
「
金
剛
輪
寺
」
へ
。
行
基
菩
薩
が
本
尊
を
彫
る
際

に
赤
い
血
を
流
し
て
お
ら
れ
た
と
か
。
本
堂
と
三
重
塔
周

辺
は
あ
た
か
も
そ
の
血
で
染
め
ら
れ
た
よ
う
に
鮮
や
か



に
紅
葉
す
る
こ

と
か
ら
「
血
染
め

の
紅
葉
」
と
言
わ

れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
庭
園
の
緑
、

黄
、
橙
、
紅
が
折

り
重
な
っ
た
様

は
実
に
美
し
く
、

そ
の
場
か
ら
離
れ
た
く
な
い
と
思
う
程
で
し
た
。 

昼
食
は
、
「
西
明
寺
」
門
前
に
あ
る
「
一
休
庵
」
に
て

精
進
料
理
を
戴
き
ま
し
た
。
最
後
に

訪
れ
た
「
西
明
寺
」
は
、
三
修
上
人

が
、
仁
明
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
開
創

さ
れ
、
織
田
信
長
が
比
叡
山
を
焼
き
討
ち
し
た
直
後
に
当

寺
も
焼
き
討
ち
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
幸
い
に
本
堂
、
二

天
門
は
火
難
を
免
れ
現
存
し
て
い
ま
す
。
国
宝
の
三
重
塔

は
建
築
物
と
し
て
も
壁
画
と
し
て
も
秀
逸
で
す
。
紅
葉
越

し
に
見
上
げ
る
三
重
塔
は
、
絶
好
の
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
で
、

多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

 
 

 
 

 

こ
う
し
て
無
事
三
山
を
巡
り
終
え
、
帰
路
、
「
彦
根
城
」

の
お
堀
端
を
通
り
抜
け
て
米
原
駅
へ
。
今
回
の
観
光
に
は
、

宿
泊
者
十
六
名
が
全
員
参
加
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
紅

葉
を
堪
能
し
て
感
動
し
き
り
の
中
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

**************************************************** 

新
春
懇
親
会
の
お
知
ら
せ 

年
明
け
、
平
成
十
七
年
一
月
九
日
（
日
）
午
後
三
時
半

か
ら
東
京
恵
比
寿
に
あ
る
「
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
東

京
」
で
後
援
会
・
工
友
会
と
合
同
の
新
春
懇
親
会
を
開
催

し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
十
六
年
度 

宮
代
会
費
納
入
の
お
願
い 

 

宮
代
会
費
を
ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い
会
員
の
皆
様
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
年
会
費 

壱
万
円 

（
内
七
千
円
は
百
周
年
事
業
積
立
金
） 

○
納
入
方
法    

①
郵
便
局
よ
り
振
込
（
用
紙
同
封
） 

口
座
番
号 

０
０
１
２
０
‐
６
‐
１
１
４
１
２
４ 

  

加
入
者
名 

日
本
工
業
大
学
宮
代
会 

②
現
金
書
留 

〒
３
４
５-

８
５
０
１ 

  

南
埼
玉
郡
宮
代
町
学
園
台
四
―
一 

  

日
本
工
業
大
学
内 

宮
代
会
事
務
局 

○
お
問
い
合
せ
先 

   

〇
四
八
〇
（
三
三
）
七
五
〇
四  

大
学
経
理
課 

倉
島 

※
未
納
の
会
員
様
に
は
振
込
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
誠
に
恐
縮
で
す
が
、
十
二
月
末
日
ま
で
に
お
振

り
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

※ 今 回 お 届 け の 会 報 と と も に 以 下 の 資 料 を 同 封

さ せ て い た だ き ま し た 。  

○新 春 懇 親 会 のご案 内 及 び返 信 はがき 

○宮 代 会 費 振 込 用 紙 （未 納 の方 のみ） 

○後 援 会 会 報  第 67 号  

○天 満 宮 だより及 び振 込 用 紙  


